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シュティフター『晩夏j ( 1 ) 

主令 木 善 平

Adalbert Stifters刊 Nachso臨臨er".(1) 

SUZUKI Zenpei 

Den Roman Stifters "Nachsommer" n巴nntman auf japanisch "Banka". Es gibt noch巴m

deutsches Wort fur "Banka"， das heist "Spatsommer" 

Wenn man aber nach dem Unterschied zwischen den beiden Wortern Nach. und Spatsommer 

sucht， kann man folg巴ndeKennzeichnungsw凸rterfinden， namlich bei Spatsommer "Ende" oder 

"letzt"， und bei N achsommer "noch εinmal". Der Titel "N achsommer" druckt bildlich ein spates 

nocheinmaliges Liebesgluck aus 
Stifter schrieb den Roman， um mit Fanny， der Braut seiner Ideen， eine nocheinmalig巴Liebe，

N achsommer， zu leben 

NachsommerとSpatsommer

シュティフターの小説『晩夏.1 (1857)の原題名は Na-

chsommerであるが，晩夏に当るドイツ語には，また，

Spatsommerがある。

ドイツ語の辞書においても， N achsommerとSpat-

sommerを同義としているのが見られる。 19世紀のドイ

ツ語文献を読むのに不可欠とされる，グリム，ハイネ，

ザンダース@ヴユノレフィング， ヴァイガント。ヒノレト等

のドイツ語辞典は， N achsommerをSpatsommer(夏の

最後〉と同義として扱っている。そしてグリムとザンダ

ース@ヴュノレフイングによれば， N achsommerとSp註t-

sommerは共に，夏の最後としづ意味のほかに秋になっ

てからの夏日としづ意味も持っていることになる。〔表 1) 

一方，最近のドイツ語辞典， クラッベンハツノ¥ ドゥ

ーデン， ブロックハウス@ヴァーリヒ等の各ドイツ語辞

典では，クラッベンバッハが Nachsommerの語義の中

にSpatsommerの語を入れている。(表 1) 

さて次に， N achsommerとSpatsommerの相違点を

見てみたい。

上記の各辞典て、見る如く， Spatsommerの語義のすべて

に共通する語は「最後 (Ende，letzt) jである。(表1)即ち

Spatsommerは夏の経過の中での「最後の(letzt)j部分

である。これに対して， Nachsomm巴rは夏の終りのまたは

秋になってからの， ["もう一度の (nocheinmal)j夏日で

ある。春になってからぶり返した寒さの日々を表わすNach-

winterもこれと同じ語法で， ["もう一度の」冬である。

Spatsommerが，秩の始まる前の，夏の「最後のJ段

階であることは，例えば生物気象学カレンダーの用語か

らも知られる。(表 2) 

小説『晩夏Jには， Spatherbstまたは spat-Herbstの

語が多く用いられているが，次の例からも， Spatsommer 

が夏の最後の部分であることを推測できょう。

Der spate Herbst war endlich dem Beginne des 

Winters gewichen. (注 1) 

シュティフター自身も，小説『晩夏Jにおいて， Nach 

sommerとSpatsommerを，上に述べた如くに区別して

用いていると思われる。

Spatsomm巴r

Eines Tages gegen den Spatsommer hin horte ich 

mit Allem auf. . . . Ich ging in das Rothmoor， um 

nachzusehen， wie weit die Dinge. . . . gedieh巴H

waren. . . . Die Fortschritte war巴nzu loben. Man 

sagte， -und ich selber sah die Moglichkeit ein 

das in diesem Sommer noch Alles f巴rtigwerden 

wurd巴(注 2) 

N achsommer : 

Gegen den Herbst kommt wieder eine freiere 

Zeit. Da haben si巴(ニdieVogel筆者注)gleichsam 

einen N achsommer und spielen eine羽Teile，巴he

sie fortgehen. (注 3) 
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シュティフターの小説『晩夏Jの原題名が， Sp託t

sommerではなくて， Nachsommぼであるということか

ら，小説『晩夏jには， rもう一度の」という思いが背後

にあると考えたい。

ドイツ語辞典名

Sanders 1876 

Grimm Bd.7 N.O.P.Q. 

1889 

Heyne 1905~06 

Sanders-Wurfing 1909 

W巴igand-Hirt1909~10 

Klappenbach 1977 

Duden 1976~81 

Brockhaus-Wahrig 

1980~84 

Einzug des 

Nachsommerの語義

(項目なし〕

sommerwetter im herbste， 

spatsommer 

Spatsommer 

die dem eigentlichen Sommer 

nachfolgende warme Zeit (Spat-， 

Altweibersommer) 

Spatsommer 

nochmaliges Auftreten von 

sommerlichem Wetter im Herbst， 

Spatsommer 

Tage im spaten Sommer od. im 

fruhen Herbst， an denen bei 

freundlichem， sonnigem Wetter noch 

einmal eine mild-sommerliche 

Atmosphare entsteht. 

1. sommerliche Herbsttage 

2. {五g.; geh) spates Liebesgluck 

表 1

Phanologischer Kalender 

Mittlerer Beginn 

Spatsommerの語義

(項目なし〕

der letzt巴 theildes sommers. auch 

vom herbstanfange bei schonem， 

warmem wett巴r

Zeit gegen Ende des Somm巴rs

〔項目なし)

(項目なし〕

di巴 letztenW ochen des Sommers vor 

Beginn des Herbstes. 

letzte Phase des Sommers 

die 1巴tztenW ochen des Sommers 

V orfruhlings 

Erstfruhlings 

Vollfruhlings 

der Schneeglockchenblute 

Vorsommers 

Fruhsommers 

Hochsomm巴rs

Spatsommers 

Herbstes 

Spatherbstes 

II 

d巴sErscheinens d巴rBlattoberflache der Roβkastanie 

der Flieder-oder Apfelblute 

der Holunderblut巴

der Winterroggenblute 

der Winterrogg巴nernte

d巴rFruchtreife der Kornelkirsche 

d巴rRoskastanienreife 

der Laubverfarbung 

表 2 (庄 8) 

(l800~ 1803)にもこの比愉的意味における Nach

sommerの用例がある。(注 4) 

Nachsommerの比H命的意味として，上記フロックハウ

ス・ヴァーリヒは， r spates LiebesgluckJを挙げている。

Spatsommerには，上記の各辞典に見る限り，この種

の比P底的意味は無いようである。(表 1) 

(表 1)r晩年に訪れた愛の幸福」である。グリムトイツ

語辞典によれば，ジャン固パウノレの小説rTitanj

シュティフターの小説『晩夏Jの原題名 Nachsommer

が， この比倫的意味で用いられていることは言うまでも
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ないが，彼自身が作中人物に語らせている言葉によって，

それをもう少し詳しく見て行きたい。

第 3巻「回顧」の主主で， マテイノレデと共に「晩夏」の

生活を送るリーザハは，自分たち 2人の今過ごしている

Nachsommerについて次のように言う。

Zwisch巴nMathilden und mir war巴ineigenes 

Verhaltnis. Es gibt eine eheliche Li巴be，die nach 

den Tagen der feurigen gewitterartigen Liebe， di巴

den Mann zu dem Weibe fuhrt， als still巴， durch-

aus aufrichtige， suse Freundschaft auftritt， die 

ub巴ralles Lob und uber allen Tadel erhaben ist， 

und die vielleicht das Spiegelklarste ist， was 

menschliche Verhaltnisse aufzuweisen haben 

Diese Liebe trat ein. Sie ist innig ohne Selbst-

sucht， freut sich， mit dem Andern zusamm巴nzu 

sein， sucht seine Tage zu schmucken und zu 

verlangern， ist zart und hat gleichsam k巳men

irdischen Ursprung an sich. Mathilde nimmt 

Antheil an jeder meiner Bestrebungen. Sie geht 

mit mir in den Raumen meines Hauses herum， ist 

mit mir in dem Garten， betrachtet die Blumen 

oder Gemuse， ist in dem Meierhofe und schaut 

seine Ertragnisse an， geht in das Schreinerhaus 

und betrachtet， was wir machen， und sie bethei 

ligt sich an unserer Kunst und selbst an unsern 

wissenschaftlichen Bestrebungen. Ich sehe in 

ihr巴mHause nach， betrachte die Dinge im Schlos 

se， im Meierhofe， auf den Feldern， nehme Theil 

an ihren Wunschen und Meinungen und schlos 

die Erziehung und di巴 Zukunftihrer Kinder in 

mein Herz. So leben wir in Gluck und Stetigkeit 

gl巴ichsameinen Nachsommer ohne vorhergegan-

genen Sommer. (注 5) 

以上長々と引用したが， ここで問題としたL、のは次の

ことである。

リーザハははじめに，1燃えるような愛の嵐の日々のあ

とに，静かな誠実な甘美な友情として現れる結婚の愛と

いうものがあり， この愛が始まったのだ。Jと云っている

が， この燃えるような愛の嵐の日々とは， とりもなおさ

ず「夏」であり，そのあと現れる静かな愛とは Nachsom

merのことである， と考えられる。とすると，夏のあと

Nachsommerがあるということになる。

ところがそのリ ザハが，この引用文の最後の所では，

「このようにして我々は，幸福と安定の中で，いわば先

行した夏のない Nachsommerを生きている。Jと言って

いるのである。即ち， リーザハと 7 テイノレデの 2人は，

夏のあと Nachsommerを過ごしており，同時に，先行し

た夏のない Nachsommerを過ごしているということに

なる。これは矛盾することではなかろうか。問題とはこ

れである。

リ←ザハとマテイノレデの 2人には，若き日の燃える

「夏」があったのであるから， ["夏のあと Nachsommer

を過ごしている」は 2人の事実に即している。従って，

先行した夏のない Nachsommer-einen N achsommer 

ohne vorhergegangenen Sommer をどう考えたなら

ば，夏のあと Nachsommerを過ごしている 2人の事実

に即した表現として理解され得るか， とL、う所に問題解

決の道があると思われる。

今， Kaff巴emit Milch 

Ka紅白 ohneMilch 

の， mitとohn巴の対上七にならって，

N achsommer mit vorhergegangenem Sommer 

N achsommer ohne vorhergegangenen Sommer 

と並べて考えてみよう。

「先行した夏のある Nachsommer Jとは，云いかえれ

ば，夏のあとに来た Nachsommerである。これは更に云

いかえるならば，夏に続いた Nachsommerであって，こ

の Nachsommerは，夏の経過の中の最後の部分E!Pち

Spatsommerにほかならない。我々はさきに挙げた辞書

において， N achsommerをSpatsommer(夏の最後〕と

同義としているのを見た。

これに対して， ["先行した夏のない Nachsomm巴rJは，

夏に続かない Nachsommerであり，夏が終って， ll正に秋

に入ってから，もう一度ゃった来た Nachsommerとい

うことになる。小説『晩夏』の事実に即して云えは，熱

く愛し合った日々という夏があって，そのあと，引き離

されていた長い年月を経てから， もう一度現わした静かな

誠実な愛の Nachsommerである。

このように考えるならば，前述のリ ザハの 2つの言

葉「夏のあと Nachsommerを過ごしている」と「先行し

た夏のない Nachsommerを過ごしている」とは，共に 2

人の事実を表わすもので，矛盾するものではないことが

明らかである。

シュティフター自身は，この小論の Iて、見たように，

NachsommerとSpatsommerとをそれぞれ区別して用

いているが，同じく Iのはじめに見たように，当時

Nachsommerは Spatsommerと同義であって， Nach 

sommerも，夏の最後の部分という Spatsommerの意味

を持っていたのである。それ故，シュティフターは， こ

こに言う Nachsommerは夏の最後の部分の意ではなく
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て，もう一度の夏の意である， ということを明確にしな

ければならず，そのために， r先行した夏のない Nach

somm巴rJ という表現を用いたと思われるのである。

小説『晩夏Jの原題名 WNachsommedの比日食的意味

は，単なる「晩年に訪れた愛の幸福(spatesLiebesgluck 

)Jではなくて， r晩年に訪れた『もう一度の』愛の幸福」

とし、うこと Iこなろう。

I
 

I
 

I
 

1827年夏， ウィーンの法律学生であったシュティフタ

ーは，オーパ←プラーンに帰郷し，燐の町フリートベノレ

クに住むフランチスカ@グライブノレ(愛称ファニー〕を

識る。彼は21才余， ファニーは19才である。(注 6) 

翌1828年の夏にも，彼は帰郷してクライフ。ノレ家のまど

いに加わる。 2人は愛し合う。ウィーンに帰った彼は，

フアニ に手紙を書く。 7通(が現存している〕の恋文

の第 l通である。こうして， 1828年11月から1830年 2月

にかけて， ウィーンから 6通(が現存している)の恋文

がフアニ に送られる。

彼は長い恋文を書いた。どの手紙にも， rきっとお便り

をくださし、Jrすぐにお便りをくださし、Jr早くお便りを

くださいJrたくさん書いてくださし、Jrお願いだからお

便りをください」と書いた。(注 7) 

しかしフアニ からの手紙(現存ぜず〕はなかなか来

ず，来てもなぐり書きで短いものであった。「君の手紙は，

君がひどく謙遜してなぐり書きで、すわと言うけれど，私

をとほうもなく大喜びさせてくれました。(第 2の恋文)J

「君のこの間の手紙は，私をとてもひどく不満にさせま

した。(第 3の恋文)Jrだが手紙をひらくともう，その内

容があまりにも短いのを見てとったとき，不満が私を襲

おうとしました。(第 5の恋文)Jr私はもう 11月のはじめ

から君からの返事を心待ちにしているのですからね。私

は，君の短い便りを受けとると，すぐ手紙をさしあげま

した。なんの返事も来まぜん。 1月に，私は，またお便

りしました。マティーアスからも，君からも，返事があ

りませんでした。(第 6の恋文)J

ファニ にとって，彼の情熱はわずらわしかったのか。

プアニ は，ただ彼が立派な成績で法律学を修め， 2人

が晴れて婚約する日の弓を待っているのであった。生い

立ちゃ境遇の違いを思ってためらう彼の態度が， ファニ

に彼の恋の真剣さを疑わせた。優秀な法律学徒であっ

た彼の規則正しい学生生活は，恋の高藤ゆえに中断した。

フアニ の父親は，ファニーの心が依然として彼にある

のを見て，同郷の教授に相談する。その教授のすすめで

彼は教師の試験を受けた。彼は筆記試験を好成績ですま

せたが， 口頭試験を無断欠席した。心証を害した教授の

鈴木善平

報告が，彼とファニーの関係に決定的影響を与える。

1833年 2月，彼はファニーの両親によって彼女との交

渉を一切禁じられた。小説『晩夏Jのリ ザハが，若き

孔マテイノレデの両親から彼女との交渉を禁じられたよ

うに。

1835年 8月，即ち 7 アニーとの交渉を禁じられてから

2年半ののち，シュティフターは同郷同学の友人の結婚

式に招待されて出席し，ファニーも列席した。新郎新婦

は彼とファニーの共通の友人である。 2日後の 8月20日，

彼はオ パ←プラーンからフアニーに第 7の(現存する

最後の〕恋文を書く。彼は，結婚した 2人の幸福と自分

たち 2人の不幸との違いを嘆き， しかしファニーもまた

同じ思いでいるのを，式の聞のフアニーの様子から見て

とったと告げる。「君は，やはりいつも，私の心の花嫁で

ありました。Jr私は今はもう，自分に， 2年このかた抱

いたこともないような満足を覚えています。Jrそして

ただひとりで、君を私の理念の花嫁に作りなそうと思いま

す。J(第 7の恋文〉。

1836年10月， アアニーはほかのひとと結婚し，翌1837

年11月，シュティフターもまた結婚する。 リーザノ、とマ

テイノレデが，それぞれに結婚したように。

1839年 9月，フアニ←は男子を出産し， 4日後，母子

共に死ぬ。フアニ -31才。もはやシュティフターには

ファニーとの現実の「晩夏Jは訪れるべくもない。

1857年，小説『晩夏』成る。ブアニー没後18年である。

小説『晩夏』のり ザハとマテイノレデの恋は「晩夏」を

迎えることができた。しかし現実のシュティフターとフ

アニーの恋は，フアニ の死によって終り， r晩夏Jを迎

えることができない。シュティフターが， リ ザハとマ

テイノレテに「晩夏」の時を与えたのは， 11[1ち小説『晩夏』

を書いたのは，ファニーを「理念の花嫁に作りなしJ，フ

アニーとの「もう一度の」晩夏の恋に生きたかったから

であろう。シュティフターには，フアニーとの恋だけが，

「ただ一つの恋，その後にはもはやし、かなるものもない

ほどの，特別な恋(第 7の恋文)Jだったのである。
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